
④ 職場体験事業（平成20年度第２次補正予算で創設）

○ 福祉・介護分野において、離職者の約７５％が３年未満で離職している状況にあり、また、事業者の約５割が採用

した者の質に満足していないなど、就職希望者が抱く職場のイメージと、事業者が求める人材像にギャップが生じて

いるケースも多いと考えられる。 （平成２０年財団法人介護労働安定センター調査）

○ このため、あらかじめ職場体験を行う機会を提供し、就職希望者には実際の職場の雰囲気やサービスを直接知っ

てもらい、事業者には就職希望者のパーソナリティを理解してもらうことにより、こうしたギャップを埋め、円滑な人材

参入を促進する。

○ こうした取組と併せて、労働施策（各種助成金の活用）との十分な連携を図ることにより、政策効果を高める。
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